
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

№
19
】 

  
松
原
難
船
川
筋
取
調
ニ
付
口
上
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【
本
文
解
読
文
】 

  
 
 
 
 
 
 
 

口
上 

一 

廣
澤
村
松
原
渡
船
之
節
、
同 

所
新
助
与
申
者
、
兼
吉
持
参
之 

革
財
布
其
外
共
、
取
扱
致
候
趣
ニ
付
、 

八
月
朔
日
、
馬
士
栄
次
を
遣
し
、
実
否 

相
尋
候
処
、
京
屋
才
料
助
八
申
候
与 

大
ニ
相
違
有
之
、
右
ニ
付
、
翌
二
日 

川
筋
簗
之
様
子
、
得
与
取
糺
し 

押
並
候
処
、
是
又
、
相
違
仕
難
心
得
候 

 

一 

矢
場
村
堰
水
門
之
下
ニ
掛
候
簗
主 

 
 

熊
与
申
者
、
廿
六
日
夜
子
之
刻
ま
て 

 
 

慥
ニ
明
松
相
燈
、
魚
取
罷
在
候
趣
、
是
迠 

 
 

廿
七
日
、
相
尋
候
処
、
亥
之
刻
与
申
事
ニ
而 

相
違
致
し
候
ニ
付
、
此
義
、
追
々
相
尋
候
処 

難
心
得
奉
存
候
、
尤
此
簗
双
方
と
も 

川
岸
迠
張
結
有
之
、
尤
満
水
候
ニ
付 

中
程
凡
七
八
間
破
連
有
之
候
得
と
も 

其
外
、
無
別
条
何
連
ニ
も
此
簗
江 

何
壱
ツ
相
掛
り
不
申
候
儀
、
不
審
奉
存
候 

既
ニ
矢
場
村
堰
、
聊
水
門
之
内
へ 

壱
箇
流
連
入
候
位
次
第
ニ
並
遍 

候
得
者
、
弥
々
右
場
所
入
念
尋
方 

仕
度
、
奉
存
候
間
、
此
段
、
御
伺
奉
申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

以
上 

 
 
 
 

八
月 

 

「
袋(

表)

」 

 
 

卯 

 
 

七
月
廿
六
日
夜 

 
 

下
廣
澤
村
字
松
原
渡
船
難
舟
一
件 

 
 

書
類 

 
 

安
政
二
卯
年
七
月 

 

桐
生
新
町 

 

「
袋(

裏)

」 

 
 

（
湯
吞
之
福
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

霜
乃
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
茶
師 

大
鳳
軒
）
江
戸
照
降
町 

豊
田
甚
右
衛
門 

 



【
本
文
読
み
下
し
】 

 
 

口
上 

一 

廣
澤
村
松
原
渡
船
の
節
、
同 

所
新
助
と
申
す
者
、
兼
吉
持
参
の 

革
財
布
そ
の
外
共
取
り
扱
い
致
し
候
趣
に
付
、 

八
月
朔
日
、
馬
士
栄
次
を
遣
し
、
実
否 

相
尋
ね
候
処
、
京
屋
才
料
助
八
申
し
候
と 

大
い
に
相
違
い
こ
れ
あ
り
、
右
に
付
、
翌
二
日 

川
筋
簗
の
様
子
、
と
く
と
取
り
糺
し 

押
し
並
べ
候
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
た
、
相
違
つ
か
ま
つ
り
心
得
が
た
く
候 

 

一 

矢
場
村
堰
水
門
の
下
に
掛
け
候
簗
主 

 
 

熊
と
申
す
者
、
廿
六
日
夜
子
の
刻
ま
で 

 
 

慥
に
明
松
相
燈
し
、
魚
取
り
ま
か
り
あ
り
候
趣
、
こ
れ
ま
で 

 
 

廿
七
日
、
相
尋
ね
候
と
こ
ろ
、
亥
の
刻
と
申
す
事
に
て 

相
違
い
致
し
候
に
付
、
こ
の
義
、
追
々
相
尋
ね
候
と
こ
ろ 

心
得
が
た
く
存
じ
奉
り
候
、
尤
も
こ
の
簗
双
方
と
も 

川
岸
ま
で
張
り
結
い
こ
れ
あ
り
、
尤
も
満
水
候
に
付
、 

中
程
お
よ
そ
七
八
間
破
れ
こ
れ
あ
り
候
え
ど
も 

そ
の
外
、
別
条
な
く
何
れ
に
も
こ
の
簗
へ 

何
壱
つ
相
掛
り
申
さ
ず
候
儀
、
不
審
存
じ
奉
り
候 

既
に
矢
場
村
堰
、
い
さ
さ
か
水
門
の
内
へ 

壱
箇
流
れ
入
り
候
く
ら
い
の
次
第
に
並
べ 

候
え
ば
、
い
よ
い
よ
右
場
所
入
念
尋
ね
方 

つ
か
ま
つ
り
た
く
、
存
じ
奉
り
候
間
、
こ
の
段
、
御
伺
い
申
し
上
げ
奉
り
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

 
 
 
 

八
月 

 

「
袋(

表)

」 

 
 

卯 

 
 

七
月
廿
六
日
夜 

 
 

下
廣
澤
村
字
松
原
渡
船
難
舟
一
件 

 
 

書
類 

 
 

安
政
二
卯
年
七
月 

 

桐
生
新
町 

 

「
袋(

裏)

」 

 
 

（
湯
吞
之
福
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

霜
乃
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
茶
師 

大
鳳
軒
）
江
戸
照
降
町 

豊
田
甚
右
衛
門 

 



【
解
説
】 

 
早
い
も
の
で
一
年
の
半
分
が
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
か
ら
１
６
９
年
前
の
夏
の

出
来
事
を
今
回
は
出
題
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
渡
良
瀬
川
も
そ
う
で
す
が
、
支
流
で
あ
る
桐

生
川
も
こ
の
時
期
は
、
大
変
で
し
た
。
水
が
ま
っ
た
く
な
い
、
雨
が
降
ら
な
い
の
で
す
。
そ
う

か
と
思
え
ば
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
予
想
さ
れ
、
気
象
情
報
は
神
頼
み
す
る
し
か
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
台
風
襲
来
は
、
毎
年
の
ご
と
く
洪
水
を
も
た
ら
せ
、
そ
の
被
害
の
後
始
末
に
地
域
住

民
は
翻
弄(

ほ
ん
ろ
う)
さ
れ
ま
す
。
旧
暦
で
い
え
ば
八
月
、
水
嵩(

み
ず
か
さ)

も
増
し
始
め
て

い
ま
し
た
。
カ
ン
カ
ン
照
り
の
暑
さ
も
当
時
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
た
日
照
り
で
大
変
で
し
た
。

世
の
中
の
慌
た
だ
し
さ
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
こ
の
七
月
に
関
わ
る
文
書
を
探
し
て
い
た
ら
、
偶
然
に
も
郷
土
史
研
究
家
の
巻
島
隆

さ
ん
が
『
桐
生
史
苑(

四
十
七
号)
』
で
「
上
州
松
原
の
渡
し
渡
船
一
件
～
飛
脚
問
屋
の
人
馬
継

立
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
こ
の
事
件
を
事
細
か
に
研
究
し
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
安

政
二
年(

一
八
五
五)

で
相
応
し
い
文
書
を
活
用
さ
れ
、
も
っ
と
深
堀
り
し
た
い
人
に
は
お
勧

め
で
す
。
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
顛
末(
て
ん
ま
つ)

の
口
上
書
が
今
回
の
出
題
と
な
り

ま
し
た
。
渡
良
瀬
川
を
渡
河
す
る
の
に
大
金
を
も
っ
て
乗
船
し
た
と
こ
ろ
、
船
が
転
覆
し
て
大

騒
ぎ
と
な
り
ま
す
。
結
果
論
と
し
て
、
宰
領
は
と
も
か
く
人
を
出
し
て
、
川
下
の
足
利
在
ま
で

積
み
荷
を
探
し
に
行
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
遭
難
事
故
に
対
す
る
取
り
調
べ
や
事
後

処
理
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 【
用
語
解
説
】 

今
回
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
用
語
解
説
は
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
承
知
か
と
は
思

い
ま
し
た
が
、
次
の
用
語
を
列
挙
し
て
み
ま
し
た
。 

【
馬
士
】(

ば
し)…

馬
方(

う
ま
か
た)

。
街
道
筋
・
宿
駅
で
問
屋
に
属
し
、
馬
の
世
話
を
し
な

が
ら
荷
物
の
運
搬
や
旅
人
の
往
来
に
寄
与
し
た
。
農
業
の
か
た
わ
ら
必
要
に
応
じ
て
人
足
と

し
て
駆
り
出
さ
れ
、
搬
送
に
努
め
た
が
、
常
時
、
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
馬
の
丈(

た
け)
が

四
尺(

約
１
２
１
㎝)

の
も
の
を
小
馬
、
四
尺
五
寸(

約
１
３
６
㎝)

を
中
馬
、
五
尺(

約
１
５
１

㎝)

を
大
馬
と
い
っ
た
。 

【
才
料
】(

さ
い
り
ょ
う)…

正
式
に
は
、
宰
領
。
年
貢
米
や
そ
の
他
の
荷
物
を
駄
馬
や
船
舶
で

運
送
す
る
際
の
船
頭
や
人
足
を
指
揮
、
あ
る
い
は
指
図(

さ
し
ず)

し
た
者
。 

【
矢
場
村
堰
】(

や
ば
む
ら
ぜ
き)…

近
世
、
待
・
矢
場
両
堰
は
新
田
用
水
を
補
完
す
る
上
で
の

渡
良
瀬
川
か
ら
の
水
の
取
り
入
れ
堰
で
、
特
に
矢
場
堰
か
ら
は
、
矢
場
川
・
児
螺
川
・
柳
沢
と

水
系
を
分
流
し
、
石
原
・
龍
舞
・
沖
之
郷
遠
く
木
崎(

き
ざ
き)

ま
で
の
水
田
を
潤
し
た
。 

【
江
戸
照
降
町
】（
え
ど
て
る
ふ
り
ち
ょ
う
）…

現
在
の
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
舟
町
。
西

の
日
本
橋
魚
河
岸
や
問
屋
街
と
東
の
芝
居
町
・
元
吉
原
・
芳
町
を
結
ぶ
街
の
両
側
に
軒
並
み

傘
・
雪
駄(

せ
っ
た)

を
売
る
商
人
が
集
ま
る
街
を
形
成
。
傘
下
駄
問
屋
の
宮
田
源
兵
衛
、
下
り

雪
駄
問
屋
の
越
後
屋
徳
兵
衛
、
楊
枝
歯
磨
き
卸
の
猿
屋
七
郎
兵
衛
と
と
も
に
銘
茶
問
屋
大
鳳

軒
、
豊
田
甚
右
衛
門
の
名
が
「
買
物
独
案
内
」
に
見
い
だ
せ
る
。 

【
霜
乃
花
】（
し
も
の
は
な
）…

商
品
名
。
お
茶
は
摘
み
取
る
時
期
に
よ
っ
て
、
一
番
茶
と
か

二
番
茶
と
言
っ
た
。
秋
近
く
霜
の
降
る
時
期
に
収
穫
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
は
た
ま
た
霜
の
花



の
よ
う
に
名
付
け
た
物
か
、
銘
茶
問
屋
大
鳳
軒
の
人
気
商
品
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
お
茶
は

高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
が(

宇
治
茶)

、
一
般
庶
民
に
ま
で
普
及
し
て
い
た
江
戸
文
化
の
一
つ

で
も
あ
る
。 

引
用
は
『
古
文
書
用
語
辞
典
』(

柏
書
房)

・『
古
文
書
用
字
・
用
語
大
辞
典
』(

新
人
物
往
来

社)

・『
ち
う
京
都
の
地
名
』(

平
凡
社)

ほ
か 


